
 

【問１】あなたは、「協働連携（または公民連携）」という言葉を知っていますか。 

 

 

【問２】鳥取県では、行政施策や地域課題解決のために民間と県との協働連携を積極的に進め

ています。このことについて、どう思いますか。 
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令和３年度 第１０回県政参画電子アンケート 

「鳥取県協働連携ガイドライン」に関するアンケート結果概要 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「鳥取県協働連携ガイドライン」に関するアンケート 

〇実施期間  令和４年１月２８日～２月７日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員   ７４２名 

〇回答数    ４７７名(回答率 ６４．３％) 

 

２ 目的・概要 

  鳥取県では、「鳥取県の将来ビジョン」及び「鳥取県民参画基本条例」に基づき、県民、
NPO、企業、市町村など、多様な主体との協働連携の取組を積極的に推進することを目標に掲
げています。 
  この度、民間と県との協働連携を効果的かつ効率的に推進するための標準的なルールや
手順等を定めたガイドラインを策定しますので、皆さんのご意見をお聞かせください。 



【問４】行政施策や地域の課題解決のために、民間と県が協働連携の取り組みを進めようとし

ています。そのためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

 
※複数選択可、回答者４７７名 

 

【問５】民間のアイデアや技術、ノウハウ等を取り入れ、県との協働連携を行おうとしています。

どのような効果に期待しますか。 
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【問６】民間から県との協働連携に関する相談・提案等を受け付け、担当課につなぎ事業の実現に向けて

検討を行う「民間提案事業サポートデスク」を令和３年４月から設置しています。あなたは、この「民間提

案事業サポートデスク」を知っていますか。 

 

【問７】問６で「１」「２」を選択された方にお伺いします。あなたは「民間提案事業サポートデスク」

をどうやって知りましたか。 

 

※複数選択可、回答者３０名 

【問８】あなたは、「民間提案事業サポートデスク」を活用したいと思いますか。 
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